
☆ 第４文型の文は、第３文型の文【主語 + 動詞 + 目的語(…を)】に書き換えることができる。

①の動詞の文 → ≪ 動詞(―) もの(…) to 人(～) ≫

②の動詞の文 → ≪ 動詞(―) もの(…) for 人(～) ≫

※ ①の動詞は複数の人が必要な動作、②の動詞は１人でできる動作。

＜ 第４文型から第３文型への書きかえ ＞

第４文型の文： ≪ 動詞(―) + 人(～) + もの(…) ≫ 「～に…を—する」

第４文型を作る動詞： ① show, give, teach, send, tell など

② buy, make, cook, choose, find, get など

①の例文 Ken showed me his notebook. 『ケンは私に彼のノートを見せてくれました。』

②の例文 Eri made them dinner. 『エリは彼らに夕食を作りました。』

図であらわすと

確認テスト … ①②の例文を、それぞれ第３文型の文に書きかえてみよう。

① Ken showed me his notebook. →

② Eri made them dinner. →

解説動画 http://eigoblock.com/prints © 英語ブロック (http://eigoblock.com/) 編集･加工･販売等を禁じます。

動詞(―) 〔人〕 〔物〕 『 ～に …を —する』
（～） （…） ※ 訳し方はどちらも同じ

動詞(―) 〔物〕 to または for 〔人〕

☆〔人〕が 動詞(―) から離れたときに、to または for が必要になる。

※ for を使う②のグループのほうが数が少ないので優先して覚えよう。

（とくに中学生はまず buy, make の２つを覚えましょう。）


